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ARDSに代表される急十到市傷害には確固たる

治療法がなく、現在においても世界中で様々な

治療法が研究され、その効果が検討されている

最中であり、我々の施設においても有効な治療

法を求めて日々研究しているところである。動

物実験におし、て塩酸などで急↑引市傷害を起こす

と、その後の個体の伽且によって生存率が違い、

この備昆とし、うのが予後を決定する上での重要

な因子たる可能性があることを、我々はごく最

近実験中に気づいた。急lf生肺傷害をラットで実
験的に引き起こし、そのまま常温で人工呼吸管

理をすると血液ガスの値は低下し始め、生存率

も低下するが、軽度低伽且では血液ガスの値は

-s.低下するがやがて回復し始めるとし、う結果

が得られ、この原因が単に備昆による酸素消費

量の違いのみでは説明できないため、更なる実

験を行うこととした。急性肺傷害の発生駒字に

は炎症の初期段階として好中球が重要な役割を

果たし、この好中球は接着分子を介して血管内

皮細胞に接着し、炎症部位に浸潤していく事が

知られている 。接着分子の一つである

ICAM-l(mtercellular adhesion mol，配ule-I)は

急十剖市傷害において、遊走好中球と血管内皮細

胞を強固に接着させるとし、う点で特に重要と考

えられてし、るため、軽度低備昆が好中前封唱と

ICAM-lの発現に対して影響を及ぼしている可

能性を考え、検討を加えることにした。

雄性SDラットを麻酔下に、気管切開し、HCl

を投与した。その後、純酸素でベンチレーター

による人工呼吸管理を行った。HClの気管内注

入の有無と術昆により以下の4群を設定した。

(I)常温群(38:tu.30C以下N群)、 ω軽度低術且
群(33:tu.30C以下H群)、(3)HCI+常温群仏N群)、

(4)HCI+軽度低術且群仏H群)。全群、 6時間管

理を行い、犠死させた後、両肺を摘出した。実

験中は血液ガスの測定を経時的に行った。右肺

下葉は凍結薄切切片を作製し、 HE染色と

ICAM-lの免疫染色を行った。右肺の残りの葉

はwestemplot法を用し、てIC品目蛋白の角科庁

を行った。左肺の一部は RT-PCR法による

ICAM-lmRNAの解析を、左肺の残りは好中球

集属集鎮の指標として恥1PO活性を測定した。

血液ガスにおいて、 AN群はHCI注入後低下状

態が持続したが、 AH群は注入直後一時的に悪

化したものの、 6時間目には著明に改善した。

MPO活性はAN併に比較し、有意に AH群で

抑制されており、車E繊像においても好中球集族

の抑制が石甑号、された，1 CAl'v[-] は蛋(lとmRNA

の両方においてAH群で、発現が抑制されており、

免疫染色においても血管内皮細胞に対する発現

の抑制が認められた。ICAM-lのm陪>JAと蛋

白の両レベルで発現が抑制されていたため、低

体温は転写のレベルで、抑制効果をもたらす可能

性が考えられ、この結果は脳障害において低体

温を導入した時の実験結果と同様で、あった。

以上より軽度低体温を適切に臨床応用すれば

ARDS等の急↑剖市損傷の程度を軽減できる可能

性が示された。しかしながら、低体温には有益

な効果もあるが、不翻*、凝固異常、易感染性

等の問題も同時に相主するので低術昆導入の時

期や方法などの条件設定には詳細な検言材1必要

と考えられた。




